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1. はじめに 

2010 年 5 月に日本で発売開始されたタブレッ

ト型コンピュータ iPad は大きな話題となった。

タブレット型コンピュータとはペンや指で画面

をタッチすることで操作できるコンピュータの

ことである。その後 Android を搭載したタブレ

ット型コンピュータも発売されはじめ、タブレ

ット型コンピュータはいま注目を集めている。

このタブレット型コンピュータの教育への活用

は今後研究の進展が望まれる分野である。 

iPad 上で稼働するアプリケーションを開発す

るには Objective-C を習得する必要があり、

Windows や Linux でしか開発したことのない人に

とっては敷居がある。そこで標準搭載されてい

るブラウザを利用した Web の活用を検討した。 

Web の世界では、近年アニメーションや動画再

生を行うサイトが増えてきた。これらは Flash

を代表とするプラグインを用いる方法が主流で

あった。しかし、iPad はプラグインをサポート

しなかったため、Flash などを利用することがで

きない。 

 Web の基盤技術の HTML は 1999 年に策定された

HTML4.01 から、途中 XML を導入した XHTML が提

唱されたものの、基本概念は 10 年近く変わらな

かった。前述のように、プラグインを利用した

アニメーションや音声、動画再生などの新たな

Web サービスが普及してきた。2008 年、いまま

でプラグインで実現されてきたこれらの機能を

取り入れる目的で HTML5 の草案が公開され、先

進的なブラウザではこれらの仕様の一部が既に

利用できる。iPad に標準搭載されているブラウ

ザ Safari でも Canvas や WebSocket などの機能

が使える。 

著者は PC 教室での HTML5 を用いた電子黒板型

の授業支援システムを提案してきた[1,2]。この

論文では、PC が常備されていない一般教室でこ 

のシステムを活用するために、iPad を利用した

システムの構築を提案する。 

 

 

 

 

 

 

2. システム概要 

 この論文で提案するシステムは教員側の操作

によって、指定されたスライドを切り替えるこ

とができるものである。また説明などを手書き

感覚で入力できるシステムである。PC が常備さ

れていない一般教室を想定しているため、容易

に持ち運びできる機器のみで運用できるように

検討した。 

 

2.1. ハードウェアについて 

 
図 1 ハードウェアの概要 

 

図 1 は提案するシステムのハードウェアにつ

いての概要である。iPad、無線 LAN、ノート PC

およびプロジェクターで構成される。無線 LAN

環境は iPad とノート PC とを通信するために必

要である。ノート PC 上でサーバを稼働させてお

り、なおかつプロジェクターに表示をする為の

クライアントを稼働させている。iPad は教師用

のクライアントである。このシステムでは教師

はノート PC の設置場所に囚われることなく、無

線 LAN が届く範囲で教室内のどこからでも操作

できる利点がある。このシステムでは生徒はプ

ロジェクターが投影するスクリーンをみるシス

テムとしているが、別途生徒用の iPad を用意す

ることで、PC 教室とほぼ同等の環境が構築でき

る。 

iPad はタブレットの方式としてマルチタッチ

に対応するために、静電容量方式を採用してい

る。タブレットを実現するための他の方法とし

て抵抗膜方式がある。抵抗膜方式はフィルムを

押された圧力を電気的に感知して、位置を把握

する。この方式はニンテンドーDS などで採用さ

れている。フィルムに圧力をかけないと認識し

ないため、ガラス面が壊れやすい問題点がある。

一方、静電容量方式は指が触れることで生じる

電荷の変化を感知する方式である。従って、手

袋をしていたり、普通のスタイラスペンでは電

荷は変化しないので感知できない。静電容量方

式に対応した特別なスタイラスペンは利用でき
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るが、細かな操作は苦手である。ガラスを厚く

できるため耐久性に優れている。 

 黒板のように、手書きで簡単に入力できるこ

とが望まれるが、このシステムでは iPad で反応

するシリコンのスタイラスペンを用いた。 

 

2.2 ソフトウェアについて 

 
図 2 ソフトウェアの概要 

 

図 2 はクライアントとサーバとのやり取りを

図示したものである。クライアントは教師用の

iPad とプロジェクター表示用にノート PC で、サ

ーバはノート PC で運用する。サーバ側は PHP で、

クライアント側は JavaScript にて実装する。 

表示される画像や絵には Canvas を用いる。

Canvas は JavaScript を用いて図形を描くことが

できる。従来であれば、img タグを利用して拡

大・縮小や重ね合わせを行うが、サーバ上に画

像を用意しておく必要があった。 

 スライドの切り替えやスライド上への書き込

みは全てイベントとしてサーバに送信され、サ

ーバで保管される。この送信には Ajax と呼ばれ

る非同期通信を用いる。 

別のクライアントで発生した新しいイベント

を監視する必要があるが、ここには WebSocket

を用いる。iPad 上でも 2010 年 11 月に iOS 

4.2.1 にアップデートされたことで、WebSocket

が利用できるようになった。従来、監視には一

定間隔でのポーリングや、Comet などのロングポ

ーリングを行う必要があった。ただし、これら

の方法ではネットワークに負荷がかかることと、

表示までに数秒のタイムラグが発生する問題が

あった。 

 

3. まとめ 

 この論文にて、PC を常備してない普通の教室

での iPad などのタブレット型コンピュータの利

用を想定した HTML5 を用いた授業支援システム

の構築について提案した。発表時には運用した

結果についても説明を行いたい。この論文では

iPad での利用を想定したが、他のタブレット型

コンピュータでも稼働することができる。手書

き入力に向いているとされる抵抗膜方式の機器

を用いることで、静電容量方式の iPad との操作

性の違いなどを検証する必要がある。 

 また、このシステムを用いた授業の実践とそ

の効果についても調査、比較、検討の必要性が

ある。授業での実践を踏まえて、更なるシステ

ムの改善に努めていきたい。 
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